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ま
た
、
支
部
の
特
徴
と
し

て
、
区
内
在
住
者
が
非
常
に
多

く
、
９
つ
の
地
域
分
会
で
区
内

在
住
者
は
９
７
０
人
と
全
体
の

62
・
３
％
を
占
め
て
お
り
、
都

心
部
に
近
い
支
部
で
あ
り
な
が

ら
屈
指
の
居
住
率
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
組
合
が
地
域
貢
献

を
積
極
的
に
進
め
て
い
け
ば
、

地
域
社
会
で
の
社
会
的
地
位
の

向
上
だ
け
で
な
く
、
未
組
織
従

事
者
の
組
織
化
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
類

を
全
滅
さ
せ
る
事
は
な
い
だ
ろ

う
が
、
核
兵
器
は
人
類
を
絶
滅

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」
、

「
核
戦
争
は
治
療
不
可
能
な
末

期
の
病
。
治
療
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
予
防
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
、
「
日
本
政
府
は
他
の

国
よ
り
核
兵
器
が
も
た
ら
す
結

末
を
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
な

の
に
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
に

よ
る
安
全
保
障
に
満
足
し
て
核

兵
器
禁
止
条
約
に
加
盟
し
て
い

な
い
」
な
ど
の
発
言
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

特
別
企
画
に
は
「
平
和
を
考

え
る
部
活
動
」
を
行
う
高
校
１

年
生
が
参
加
し
て
お
り
、
若
い

方
が
平
和
活
動
を
し
て
い
る
事

は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
現
在

と
未
来
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
に
も
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
で
安
全
な
世
界
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
確
信
し
ま

し
た
。

【
堀
井
一

記
者
＝
日
暮

里
1
分
会
】

８
月
19
日
、

戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊

す
な
！
総
が

か
り
行
動
実

行
委
員
会
は

「
臨
時
国
会

た
だ
ち
に
開

け
！
オ
リ
パ

ラ
強
行
で
な

く
、
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
最
優
先
に
！
憲
法

改
悪
反
対
！
菅
政
権
退
陣
！

議
員
会
館
前
行
動
」
を
行
い
、

衆
院
第
二
議
員
会
館
前
に
３
０

０
人
、
支
部
か
ら
３
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

野
党
か
ら
連
帯
の
挨
拶
が
あ

り
、
日
本
共
産
党
の
山
添
拓
参

院
議
員
は
「
感
染
拡
大
は
や
る

べ
き
こ
と
を
や
ら
な
い
菅
政
権

の
人
災
だ
。
総
選
挙
で
野
党
の

新
し
い
政
権
に
変
え
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

ー
ド
バ
ン
ク
実
行
委
員
会
」
の

高
坂
由
紀
江
さ
ん
。
「
た
す
け

あ
い
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
と
相
互

協
力
し
て
き
た
高
坂
さ
ん
に
も

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

「
こ
こ
に
来
る
女
性
の
中
に
は

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ

を
受
け
た
人
も
い
ま
す
。
安
心

し
て
話
が
で
き
る
よ
う
に
、
受

付
や
ス
タ
ッ
フ
は
女
性
が
対
応

す
る
気
使
い
も
し
て
い
ま
す
」

と
言
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
１
年
前
に
は
無

か
っ
た
事
が
今
起
き
て
い
ま

す
。
練
馬
か
ら
来
た
若
者
は
、

電
車
賃
が
無
い
の
で
こ
こ
ま
で

歩
い
て
来
た
。
身
な
り
の
良
い

女
性
は
、
生
理
用
品
や
オ
ム
ツ

な
ど
を
手
に
し
て
涙
ぐ
ん
で
い

た
」
と
話
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
家
賃
が
払
え
な

い
、
貯
蓄
が
無
く
な
っ
た
、
仕

事
が
な
く
な
っ
た
、
給
料
の
未

払
い
で
お
金
が
無
く
な
っ
た
と

い
う
人
た
ち
。
さ
ら
に
、
ロ
ー

ン
が
返
済
で
き
な
い
と
い
う
方

も
い
て
、
中
間
層
と
言
わ
れ
る

人
々
の
暮
ら
し
が
崩
れ
始
め
て

き
て
い
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事

実
を
知
り
ま
し
た
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
訪
れ
る
人

々
は
、
あ
く
ま
で
も
氷
山
の
一

角
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

政
治
が
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
生
存
権
を
否
定
し
、
規
制

緩
和
、
非
正
規
切
り
、
「
自

助
」
、
自
己
責
任
な
ど
を
推
し

進
め
て
き
た
責
任
は
重
大
で

す
。

配
布
用
の
乾
麺
や
野
菜
な
ど
の

食
料
品
（
写
真
上
）
、
会
場
に

食
料
品
な
ど
を
搬
入
し
て
い
る

軽
ト
ラ
ッ
ク

【
大
橋
正
博
通
信
員
＝
事
業

所
分
会
】
８
月
８
日
、
荒
川
支

部
で
支
部
四
役
・
常
任
執
行
委

員
研
修
会
が
開
催
。
北
川
本
部

書
記
次
長
と
沼
口
常
任
中
央
執

行
委
員
が
講
師
で
し
た
。

北
川
書
記
次
長
の
「
コ
ロ
ナ

危
機
と
建
設
産
業
を
め
ぐ
る
情

勢
、
労
働
組
合
の
役
割
」
で

は
、
負
債
総
額
一
千
万
円
以
上

の
倒
産
が
飲
食
店
に
次
い
で
建

設
・
工
事
業
が
１
４
０
件
と
多

く
、
新
規
・
改
装
の
受
注
が
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
少
し
て

い
る
の
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

沼
口
常
任
の
「
組
織
強
化
の

課
題
、
後
継
者
・
事
業
所
対
策

を
中
心
と
し
て
」
で
は
、
事
業

所
の
青
年
・
後
継
者
世
代
に
活

動
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
事
業
主
の
理
解
が
重
要
で

あ
り
、
事
業
所
へ
の
対
話
訪
問

行
動
で
、
粘
り
強
く
丁
寧
に
組

合
の
諸
運
動
や
制
度
を
伝
え
、

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

８
月
29
日
午
後
１
時
か
ら

「
第
６
回
練
馬
・
光
が
丘
た
す

け
あ
い
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
が
練

馬
・
光
が
丘
月
見
大
橋
下
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
日
本
婦
人
の

会
光
が
丘
21
班
、
東
京
保
健
生

協
光
が
丘
支
部
、
日
本
民
主
青

年
同
盟
練
馬
地
区
委
員
会
の
共

催
で
す
。
編
集
部
で
は
コ
ロ
ナ

禍
で
一
層
深
刻
化
す
る
格
差
と

貧
困
の
実
態
を
取
材
し
ま
し

た
。
文
・
写
真

並
木
義
男
記

者
＝
荒
川
分
会

今
回
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
は

25
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
携
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
開
始
の
１
時

間
前
に
は
、
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
開
催

を
知
っ
た
、
１
２
０
人
の
方
た

ち
が
お
よ
そ
70
㍍
に
渡
っ
て
列

を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ト
に
腰
か
け

て
い
た
お
年
寄
り
、
赤
ち
ゃ
ん

を
背
負
っ
て
子
ど
も
を
連
れ
て

い
た
若
い
お
母
さ
ん
な
ど
年
齢

層
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

先
頭
に
並
ん
で
い
た
70
歳
代

の
女
性
は
「
今
朝
は
10
時
前
に

こ
こ
に
来
ま
し
た
。
年
金
だ
け

で
は
大
変
で
す
か
ら
」
と
話
し

ま
す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身

だ
と
話
す
子
連
れ
の
夫
婦
は

「
主
人
が
勤
め
て
い
た
職
場
が

コ
ロ
ナ
で
倒
産
し
て
仕
事
が
無

く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
の
場
所

は
知
人
に
教
わ
っ
て
主
人
と
来

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
は

「
旦
那
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
無
く

な
り
困
っ
て
こ
こ
に
来
ま
し

た
」
と
少
し
大
き
な
お
腹
を
な

ぜ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。会

場
の
一
角
に
は
無
料
の
生

活
・
法
律
相
談
所
も
設
け
て
あ

り
、
区
議
会
議
員
と
弁
護
士
が

相
談
者
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

「
こ
こ
に
並
ん
で
い
る
人
は

コ
ロ
ナ
で
困
っ
て
い
る
人
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す

の
は
、
「
練
馬
あ
っ
た
か
フ
ー

■
植
村

邦
夫
さ
ん

７
月
13
日
死
去

享
年
85

（
西
尾
久
・
電
気
信
号
）

○
１
９
７
３
年
10
月
加
入

〇
88
年
～
91
年

執
行
委
員

〇
92
年
～
２
０
０
１
年

分

会
書
記
長

〇
02
年
～
05
年

分
会
長

〇
08
年
～
19
年

財
政
部
員

■
大
金

英
明
さ
ん

８
月
13
日
死
去

享
年
86

（
西
尾
久
・
左
官
）

○
１
９
７
３
年
５
月
加
入

〇
83
年
～
89
年

厚
生
文
化

部
員

〇
90
年
～
２
０
１
６
年

税

金
対
策
部
員(

26
年
間)

、

群
長
・
群
会
計
を
歴
任

お
二
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち

電
車
賃
が
払
え
な
い
、
ロ
ー
ン
が
返
済
で
き
な
い

四役・常任研修会

事
業
所
対
策
担
当
の
沼
口
さ
ん

【

相

樂

由

美

子

通

信

員

＝

ザ

・

レ

デ

ィ

ー

ス

荒

川

】

８

月

６

日

、

け

ん

せ

つ

プ

ラ

ザ

東

京

で

原

水

爆

禁

止

世

界

大

会

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
同
様
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
広

島
に
行
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
で

原水禁大会ヒロシマデー集会

核のない平和な世界を
核戦争は治療不可能な末期の病だ

感染拡大は菅政権の人災 臨時国会開け
戦争させない・９条壊すな！総がかり行動

事
業
主
と
の
対
話
こ
そ

後
継
者
世
代
の
結
集
へ

練馬・光が丘たすけあいフードバンク 取材

広がる格差と貧困
生存権の否定 政治の責任重大


